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平
成

年
度
施
政
方
針

20

No1

【
は
じ
め
に
】

平
成

年
３
月
瀬
戸
内
町
議
会
定
例

20

会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
議
員
各

位
の
ご
健
勝
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
町
政
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
定
例
会
に
お
い
て
平
成

年
度
予

20

算
を
は
じ
め
、
諸
案
件
を
ご
審
議
し
て

い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
そ
の
施
策
の
概

要
と
町
行
政
運
営
の
基
本
方
針
を
申
し

述
べ
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
諸
賢

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成

年
度
我
が
国
の
経
済
は

経

、「

20

済
改
革
の
基
本
方
針
２
０
０
７
」
に
基

づ
き
「
自
立
と
共
生
」
を
基
本
に
、
改

革
へ
の
取
組
み
を
加
速
、
深
化
さ
せ
、

企
業
部
門
の
好
調
さ
が
持
続
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
家
計
部
門
に
波
及

し
、
民
間
需
要
中
心
の
経
済
成
長
が
実

現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

、

、

ま
た

本
県
の
実
質
経
済
成
長
率
は

個
人
消
費
と
公
共
投
資
以
外
は
小
幅
な

が
ら
も
プ
ラ
ス
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
全
国
に
比
べ
る
と
、
個
人
消

費
が
盛
り
上
が
り
を
欠
く
た
め
、
大
都

市
と
の
格
差
は
一
段
と
広
が
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
財
政
も
、
国

と
地
方
の
税
財
源
見
直
し
や
地
方
分
権

の
推
進
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
の
激
減
に
よ
る
歳
入
減
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増

な
ど
、
歳
入
、
歳
出
両
面
に
お
い
て
経

常
収
支
が
悪
化
す
る
方
向
に
あ
り
ま

す
。
今
後
見
込
ま
れ
る
歳
出
の
増
は
財

政
面
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で

あ
り
、
大
き
な
試
練
の
時
を
迎
え
て
い

ま
す
。

私
は
、
平
成

年
６
月
に
第
５
代
瀬

19

戸
内
町
長
と
し
て
就
任
以
来
、
今
日
ま

で
、
公
約
に
掲
げ
た
「
創
ろ
う
住
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し

て
町
政
を
推
進
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
自
治
体
運
営
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
平

成

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

20
は
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
必
要
な
投
資

を
し
、
更
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
的

見
通
し
な
ど
を
考
え
ま
す
と
、
今
後
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
も
十
分
に
論

議
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

行
政
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
ま

た
、
町
の
発
展
を
目
標
と
し
な
が
ら
持

続
可
能
な
行
政
の
あ
り
方
を
さ
ら
に
追

求
し
、
こ
れ
か
ら
の
分
権
型
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
対
応
と
体
制
を
構
築
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
町
づ
く
り
は
町
民
と
の
共
生
・
協

働
な
く
し
て
は
課
題
の
解
決
は
な
し
え

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位

と
力
を
合
わ
せ
、
自
立
的
発
展
の
で
き

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

【
国
の
経
済
動
向
に
つ
い
て
】

平
成

年
度
の
我
が
国
の
経
済
は
、

19

一
部
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
景

気
は
回
復
し
て
い
ま
す
。
企
業
部
門
の

底
堅
さ
が
持
続
し
、
景
気
回
復
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
住
宅
建
設
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
回
復
の
足
取
り

が
緩
や
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
金
融

資
本
市
場
の
変
動
や
石
油
価
格
の
高
騰

等
が
我
が
国
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

「
平
成

年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済

20

」

、

財
政
運
営
の
基
本
的
態
度

に
よ
れ
ば

平
成

年
度
は
、
世
界
経
済
の
回
復
が

20

続
く
中
、
引
き
続
き
企
業
部
門
の
底
堅

さ
が
持
続
す
る
と
と
も
に
、
家
計
部
門

、「

」

が
緩
や
か
に
改
善
し

自
立
と
共
生

を
基
本
と
し
た
改
革
へ
の
取
組
み
の
加

速
・
深
化
と
政
府
・
日
本
銀
行
の
一
体

と
な
っ
た
取
組
み
等
に
よ
り
、
物
価
が

安
定
し
民
間
需
要
中
心
の
経
済
成
長
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
本
町
の
経
済
・
財
政
に
つ
い
て
】

本
町
の
財
政
は
、
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
地
方
交
付
税
及
び
補
助
交
付
金
の

削
減
に
よ
る
影
響
、
ま
た
、
財
源
補
て

ん
可
能
な
基
金
残
高
も
底
を
つ
い
て
い

る
た
め
、
今
後
に
お
い
て
も
、
多
額
の

財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

地
方
債
残
高
は
減
少
に
転
じ
て
き
て

い
る
も
の
の
、
公
債
費
及
び
人
件
費
を

中
心
と
し
た
義
務
的
経
費
の
構
成
比
は

依
然
と
高
く
、
財
政
の
硬
直
化
が
ま
す

ま
す
進
む
一
方
、
依
然
回
復
基
調
を
実

感
で
き
な
い
地
域
経
済
の
低
迷
等
、
大

変
深
刻
な
財
政
危
機
に
直
面
し
て
お

り
、
国
・
県
の
歳
出
削
減
対
策
や
経
済

政
策
を
見
据
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
建
て
直
し
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
取
組
み
を
強
化
し

自

、「

立
」
す
る
町
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
】

本
町
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン

「
公
債
費
負
担

」
、

適
正
化
計
画
」
等
に
沿
っ
て
計
画
的
に

推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
主
財
源
の

伸
び
悩
み
や
地
方
交
付
税
の
減
額
等
の

影
響
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、

「
行
財
政
改
革
」
を
よ
り
強
力
に
推
進

し
、
将
来
世
代
に
責
任
を
持
っ
た
行
財

政
運
営
を
行
う
た
め
、
持
続
的
な
財
政

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り

ま
す
の
で
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
役
場
の
組
織
の
ス
リ

ム
化
と
併
せ
て
職
員
の
削
減
を
確
実
に

進
め
、
本
町
の
財
政
硬
直
化
の
大
き
な

要
因
で
あ
り
ま
す
人
件
費
・
公
債
費
等

の
義
務
的
経
費
及
び
投
資
的
経
費
の
縮

減
を
図
り
な
が
ら
、
健
全
な
行
財
政
運

営
が
維
持
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す

と
と
も
に

「
創
ろ
う
住
民
参
加
の
ま

、

ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
「
対
話
と
協

働

「
情
報
の
共
有

「
住
民
主
体
の

」
、

」
、

政
治

「
ガ
ラ
ス
張
り
の
行
政
運
営
」

」
、

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
新
瀬
戸
内
町
行
財
政
改
革
大

綱
（

年
度
〜

年
度
）
に
つ
き
ま
し

21

25

て
も
、
平
成

年
度
か
ら
の
次
期
瀬
戸

21

内
町
長
期
振
興
計
画
と
の
整
合
性
を
考

慮
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
検

証
も
踏
ま
え
て
、
平
成

年
度
中
に
策

20

定
し
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
よ

創
ろ
う
！
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

瀬戸内町長

房 克臣
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り
一
層
の
厳
し
さ
と
緊
張
感
を
も
っ

て
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て

参
り
ま
す
。

【
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
】

総
務
省
が
発
表
し
た

月
の
完
全
失

12

業
率
は
３
．
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
９
年
９

カ
月
ぶ
り
に
３
％
台
を
回
復
し
、
雇
用

情
勢
の
改
善
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
離
島
で
あ
る
本
地
域
の
雇

用
改
善
の
実
現
に
は
、
相
当
な
年
月
を

要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
本

町
で
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
若
者
た
ち

の
就
職
率
が
低
く
、
高
校
を
卒
業
し
て

も
働
く
場
が
な
い
と
い
っ
た
現
状
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
瀬
戸
内
町
に
お

い
て
も
、
若
者
た
ち
は
就
職
先
を
求
め

て
、
ふ
る
さ
と
を
後
に
し
て
町
外
に
出

て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、
持
続
可

能
な
自
立
的
発
展
を
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
策
が
提
案
さ
れ
、

港
湾
や
道
路
等
の
社
会
資
本
や
「
せ
と

う
ち
海
の
駅
」
等
の
産
業
基
盤
の
整
備

が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
昨

年
完
成
し
た
総
合
交
流
施
設
「
せ
と
う

ち
海
の
駅
」
や
古
仁
屋
港
の
バ
ー
ス
を

活
用
し
た
大
型
観
光
客
船
の
寄
港
誘
致

を
積
極
的
に
進
め
、
大
型
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
観
光
を
推
進
し
、
産
業
振
興
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
我
が
奄
美
地
域
に
は
世
界
遺

産
級
の
独
自
の
伝
統
文
化
等
、
他
の
地

域
に
は
な
い
貴
重
な
自
然
・
文
化
等
の

資
源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

活
用
し
た
農
林
水
産
物
の
瀬
戸
内
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
図
り
つ
つ
、
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
販
路
開
拓
に
努
め
、
体
験
型
観
光

に
取
り
組
み
、
産
業
界
や
大
学
、
さ
ら

に
国
や
県
及
び
関
係
す
る
市
町
村
、
各

地
区
の
郷
友
会
等
に
積
極
的
に
コ
ン
タ

ク
ト
し
、
私
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
瀬
戸
内
町
を
売
り
込
ん
で
参

り
ま
す
。

自
立
的
発
展
を
成
す
に
は
、
安
定
的

・
持
続
的
な
雇
用
の
場
の
確
保
と
町
の

財
政
収
入
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
情
報
収

集
と
企
業
立
地
企
業
誘
致
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
各
種
通
信

情
報
網
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
始

め
、
疲
弊
し
た
集
落
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
集
落
の
担
い
手
と
な
り
得
る
団

塊
世
代
の
受
入
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
対

策
を
進
め
、
移
住
交
流
・
支
援
等
の
対

策
を
強
力
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

政
府
は
、
地
方
の
元
気
が
日
本
の
力

で
あ
る
と
し
、
地
方
と
都
市
が
と
も
に

支
え
合
う
「
共
生
」
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
地
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
方
の

再
生
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「
地
方
再
生
戦
略
」
に
基
づ

き
、
地
域
の
創
意
工
夫
や
自
由
な
発
想

の
立
ち
上
げ
を
包
括
的
に
支
援
す
る

「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」
や
地
域
力

再
生
機
構
の
創
設
等
の
施
策
を
推
進
す

る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
地

方
が
自
ら
考
え
、
実
行
で
き
る
体
制
の

整
備
に
向
け
、
地
方
自
治
体
に
対
す
る

一
層
の
権
限
委
譲
や
地
方
交
付
税
の
特

別
枠
を
確
保
し
、
重
点
的
に
配
分
を
行

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
も
こ
の
よ
う
な
各
種
施
策
等
を

効
果
的
に
活
用
し
、
挑
戦
す
る
意
欲
を

持
つ
人
々
が
、
企
業
育
成
・
企
業
立
地

を
行
っ
た
り
、
就
職
や
学
習
に
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
、
国
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
本
町
で
は
、
黒
糖
、
キ
ビ
酢
、

蘇
鉄
、
子
牛
の
生
産
を
は
じ
め
、
真
珠

養
殖
・
ク
ロ
マ
グ
ロ
生
産
等
が
地
域
経

済
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
が
本
町
経
済
全
般
に
波
及
す
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
進
展
を
目
指
し
て
地
域

物
産
の
開
発
や
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
確
立

に
向
け
、
一
昨
年
包
括
連
携
を
締
結
し

た
東
京
農
業
大
学
等
と
一
体
と
な
り
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

延
長
に
つ
い
て
】

平
成

年
度
で
期
限
切
れ
を
迎
え
る

20

奄
振
法
に
つ
い
て
は
、
県
・
地
元
市
町

村
全
群
島
民
が
連
携
し
一
体
と
な
っ

て
、
今
後
の
５
年
間
の
延
長
に
向
け
て

の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

。

、

り
ま
す

今
後
の
流
れ
と
し
ま
し
て
は

奄
美
群
島
振
興
開
発
総
合
調
査
報
告
書

原
案
を
県
が
取
り
ま
と
め
、
改
正
法
案

の
国
会
審
議
、
法
制
定
と
い
う
手
順
に

な
り
ま
す
。

次
期
奄
振
法
の
内
容
は

「
奄
美
群

、

島
の
自
立
的
発
展
に
向
け
た
癒
し
の
島

づ
く
り
」
を
目
的
と
し
、
基
本
方
針
と

し
て
は
、
群
島
民
の
創
意
と
工
夫
に
根

ざ
し
た
主
体
的
取
組
み
に
よ
る
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
産
業
の
展
開
、
豊
か

な
自
然
と
個
性
的
な
文
化
を
活
か
し
た

観
光
の
展
開
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る

地
域
づ
く
り
、
安
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
空
間
づ
く
り
、
群
島
内
外
と

の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図

り
、
奄
美
・
琉
球
諸
島
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
等
の
事
項
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
５
年
間
は
、
こ
れ
ま
で

の
計
画
の
よ
う
な
特
別
措
置
法
の
繰
り

返
し
で
は
、
奄
美
の
自
立
的
発
展
は
難

し
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
次

期
奄
振
法
は
自
立
的
発
展
を
促
す
ソ
フ

ト
面
を
重
視
し
、
群
島
民
の
英
知
を
結

集
し
て
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

進
行
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
等
、
現

在
、
社
会
が
直
面
し
て
い
る
変
革
を
考

慮
し
、
新
た
な
時
代
の
潮
流
に
対
応
で

き
る
視
点
や
発
想
で
、
未
来
を
見
据
え

た
振
興
策
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
、
奄
振

法
延
長
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

【
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計
画
策
定
に

つ
い
て
】

今
年
度
は
、
平
成

年
度
か
ら
推
進

16
（

）

し
て
い
る
長
期
振
興
計
画

後
期
計
画

の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
21

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
の

ヶ
年

30

10

計
画
を
策
定
す
る
年
度
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
年

々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
の
進
行
、
経
済
情
勢
と

産
業
構
造
の
変
化
、
地
球
規
模
で
の
環

境
問
題
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
、

価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
変
革
期
を
迎
え
、
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
は
「
地
方
行
革
新
指
針
」
を

踏
ま
え
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
等

の
行
政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地

方
自
治
体
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

クルーズ客船入港で賑わう古仁屋港
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新
長
期
振
興
計
画
の
視
点
・
発
想
を

考
慮
す
る
と
き
、
次
期
奄
振
法
の
目
的

で
も
あ
る
「
奄
美
群
島
の
自
立
的
発
展

に
向
け
た
癒
し
の
島
づ
く
り
」
を
前
面

に
出
し

「
持
続
可
能
な
自
立
的
発
展

、

の
で
き
る
町
づ
く
り

・

町
民
と
一
体

」
「

と
な
っ
た
共
生
・
協
働
の
町
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
新
長
期
振
興
計
画
で
は
、

平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
に

11

20

実
施
、
若
し
く
は
積
み
残
さ
れ
た
各
事

業
全
般
を
評
価
・
検
証
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
各
種

事
業
の
再
評
価
を
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
見
据
え
た
、

多
く
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
創
造
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
、
目
指
す
べ
き
将

来
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
展
開
方
策
を
示
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

【
交
通
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
】

（
道
路
の
整
備
）

交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
住

民
生
活
は
も
と
よ
り
、
町
の
産
業
、
経

済
を
支
え
る
基
本
的
な
社
会
基
盤
整
備

で
あ
り
、
道
路
交
通
網
の
整
備
は
最
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
町
が
抱
え
る
広
域
性
及
び
地
理
的

・
地
勢
的
特
殊
条
件
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
道
路
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
業
の
重
点
化

や
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、
早
期
に
整
備

効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。

①

国
道
に
つ
い
て
は
、
県
が
重
点
施

策
事
業
と
し
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る

「
国
道

号
網
野
子
バ
イ
パ
ス
」
事
業

58

に
係
わ
る
「
勝
浦
ト
ン
ネ
ル
」
が
本
年

１
月
に
貫
通
し
、
平
成

年
度
供
用
開

21

始
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
事
業

を
計
画
的
、
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
た

め
、
本
体
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
「
網
野
子

ト
ン
ネ
ル
（
仮
称

」
の
早
期
着
工
に

）

向
け
、
県
と
連
携
し
て
、
事
業
の
推
進

と
バ
イ
パ
ス
全
体
の
早
期
完
成
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

②

県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は

「
油

、

井
ト
ン
ネ
ル

「
俵
ト
ン
ネ
ル
」
の
供

」
、

用
開
始
に
よ
り
、
そ
の
効
果
と
し
て
地

域
振
興
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
住
民
に

と
っ
て
も
利
便
性
・
安
全
性
、
快
適
性

等
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

、

「

」

た

昨
年

月
に

呑
之
浦
ト
ン
ネ
ル

12

が
貫
通
し
、
平
成

年
度
供
用
開
始
予

20

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
道
の
名
瀬

〜
瀬
戸
内
線
、
曽
津
高
崎
線
、
安
脚
場

〜
実
久
線
の
継
続
路
線
に
つ
い
て
、
早

期
に
整
備
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

③

町
道
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
で

整
備
し
て
い
る
町
道
網
野
子
〜
節
子
線

を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
域
住
民
の
利

便
性
、
安
全
性
の
確
保
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
辺
地
・
過
疎
対
策
事
業

を
導
入
し
て
、
継
続
路
線
と
平
成

年
19

度
か
ら
調
査
測
量
設
計
を
進
め
て
き
た

町
道
清
水
２
号
線
の
橋
梁
架
替
工
事
に

着
手
い
た
し
ま
す
。

（
港
湾
の
整
備
）

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
管
理
の

、

（

）

与
路
港

加
計
呂
麻
港

伊
子
茂
地
区

の
改
修
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
、
平

成

年
度
完
成
を
目
標
に
整
備
促
進
し

21
て
参
り
ま
す

ま
た

与
路
港
海
岸

高

。

、

（

潮
対
策
）
に
つ
い
て
は
、
護
岸
背
後
の

集
落
民
の
生
命
、
財
産
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
事
業
の
着
手
に
向
け
鋭
意

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

県
管
理
の
古
仁
屋
港
に
つ
い
て
は
、

古
仁
屋
漁
港
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
貨

物
（
砂
・
砂
利
・
採
石
等
）
の
シ
フ
ト

先
と
し
て
整
備
さ
れ
た
須
手
地
区
（
港

湾
施
設
）
の
静
穏
度
を
確
保
し
、
利
用

船
舶
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
防
波
堤
の
整
備
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

（
情
報
通
信
の
整
備
）

現
在
、
我
が
国
の
情
報
通
信
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通
信
技
術
が

急
速
に
実
社
会
へ
普
及
し
、
Ｉ
Ｔ
に
よ

る
円
滑
な
社
会
経
済
活
動
や
生
活
面
で

の
変
革
が
広
く
世
の
中
に
認
知
さ
れ
、

必
要
不
可
欠
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

認
識
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
各
地
方
自
治
体
で
は
、
２
０

０
６
年
発
表
の
「
Ｕ
ー
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構

想
」
に
基
づ
き
、
電
子
政
府
・
電
子
自

治
体
等
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
、
地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ

イ
ド
の
課
題
解
消
に
向
け
た
取
組
み
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
格
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

時
代
の
到
来
に
向
け
た
様
々
な
対
応
が

急
が
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

代
の
要
請
に
よ
り
、
本
町
も
昨
年
よ
り

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
変
革
の

時
代
を
背
景
に
、
情
報
通
信
技
術
や
サ

ー
ビ
ス
を
地
域
興
し
の
源
泉
と
し
て
取

り
入
れ
、
有
効
活
用
す
る
た
め
「
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
、
何
で
も
、
誰
で
も
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
恩
恵
を
実
感
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
離
島
に
お
い
て
は
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
や
携
帯
電
話
に
よ

る
不
感
知
地
区
が
未
だ
に
解
消
さ
れ

ず
、
依
然
と
し
て
本
土
と
の
情
報
格
差

が
生
じ
て
い
ま
す
。

本
町
の
よ
う
な
外
海
離
島
を
抱
え
た

条
件
不
利
地
域
で
は
、
不
採
算
等
の
理

由
に
よ
り
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
が
遅
れ

て
お
り
、
地
理
的
な
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ

イ
ド
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
誰
も

が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

、

、

の
実
現
に
は

情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
加
計
呂
麻
島
等
の
離
島
を
有
し
台

風
等
の
災
害
発
生
の
多
い
本
町
に
と
っ

て
は
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
益
々
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
産
業
、
医
療
、
教
育
、
企
業

誘
致
・
企
業
立
地
等
の
各
分
野
に
お
け

る
振
興
発
展
に
Ｉ
Ｔ
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
設
置

要
望
並
び
に
早
期
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
エ
リ
ア
網
の
拡
大
要
望
、
無

線
に
よ
る
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
等
の

整
備
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
移
動
通
信
鉄
塔
整
備

事
業
等
を
導
入
し
て
エ
リ
ア
拡
大
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
更
な
る
エ
リ

ア
拡
大
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
通

信
業
者
へ
要
望
を
し
て
参
り
ま
す
。
現

在
の
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
前
よ
り
か
な
り
拡
大
し
て
い

１月に貫通した勝浦トンネル
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ま
す
が
、
今
後
と
も
不
感
知
地
区
の
解

消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

瀬
戸
内
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
中
継

局
が
本
年
６
月
に
完
成
し
、

月
に
放

10

送
開
始
に
な
り
ま
す
が
、
一
部
難
視
聴

地
域
に
お
い
て
は
、
共
同
受
信
施
設
等

を
改
修
整
備
す
る
必
要
が
で
て
く
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
受
益
者
、
町
・
県
・
国
、

放
送
事
業
者
等
と
連
携
を
密
に
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
（
２
０
１

１
年
）
に
向
け
て
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
瀬

戸
内
〜
名
瀬
線
を
「
奄
美
交
通
」
が
運

行
し
、
町
内
の
路
線
は
本
島
側
の
８
系

統
を
瀬
戸
内
タ
ク
シ
ー
、
加
計
呂
麻
島

の
９
系
統
を
加
計
呂
麻
バ
ス
が
運
行
し

て
お
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
唯
一

の
生
活
路
線
と
し
て
、
ま
た
観
光
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
路
線
の
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
が
乗
車
密
度
の
低
い
路
線

の
バ
ス
補
助
制
度
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
加
計
呂
麻
島

等
の
よ
う
な
交
通
不
便
地
域
に
お
い
て

、

、

は

バ
ス
が
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
り

従
来
の
補
助
対
象
路
線
確
保
を
強
く
県

へ
要
望
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
現
状

、

、

、

の
分
析

研
究
を
更
に
進
め

効
率
性

採
算
性
、
利
便
性
等
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
の
交
通
体
系
の
確
立
と
、

充
実
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

【
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
】

災
害
、
事
故
、
犯
罪
等
か
ら
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
行
政
の
最
も
基
本
的
で
重
要
な
役

割
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
最
も
災
害
を
も
た
ら
す
も
の

の
多
く
は
、
台
風
と
梅
雨
時
期
を
中
心

と
し
た
集
中
豪
雨
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
度
に
お
い
て
も
居
住
環
境
の
改
善

と
民
生
安
定
を
図
る
た
め
、
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
及
び
治
山
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
消

防
施
設
の
整
備
を
年
次
的
に
推
進
し
、

消
防
力
の
強
化
と
地
域
住
民
の
生
命
と

財
産
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
防
災

マ
ッ
プ
を
作
製
し
、
災
害
危
険
個
所
の

掌
握
・
点
検
の
周
知
徹
底
や
地
域
住
民

を
組
織
化
し
た
自
主
防
災
組
織
の
育
成

・
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
緊
急
時
の
避

難
誘
導
等
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
避

難
体
制
網
の
確
立
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
手
安
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

拡
張
整
備
に
つ
い
て
も
、
奄
美
群
島
広

域
事
務
組
合
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
街
頭
指
導
、

交
通
安
全
運
動
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
及
び
子
ど
も
・

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
、
広
報

活
動
に
よ
る
交
通
安
全
意
識
の
普
及
と

高
揚
を
図
り
、
道
路
の
安
全
点
検
や
交

通
安
全
施
設
の
整
備
を
行
い
な
が
ら
、

交
通
事
故
の
な
い
地
域
社
会
の
構
築
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
安

全
・
安
心
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
防
犯
組
織
団
体
と

行
政
が
協
働
し
て
防
犯
思
想
の
普
及
活

動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
地
区
に
対

す
る
防
犯
灯
設
置
の
補
助
や
犯
罪
の
防

止
、
及
び
青
少
年
健
全
育
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

【
産
業
振
興
に
つ
い
て
】

（
農
業
の
振
興
）

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
施

策
と
し
て
２
本
の
柱
を
最
重
点
課
題
と

し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
第
１
に
、

本
土
向
け
の
カ
ボ
チ
ャ
、
小
菊
、
た
ん

か
ん
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
等
の
重

点
品
目
と
な
る
農
産
物
の
面
積
拡
大
と

生
産
額
の
増
大
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

第
２
に
、
農
産
物
の
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、
大
島
地
区
農
産
物
地
産

地
消
協
議
会
と
連
携
し
て
、
集
落
単
位

の
地
場
野
菜
作
り
を
実
証
さ
せ
、
集
落

販
売
所
を
中
心
に
古
仁
屋
市
街
地
の
商

店
へ
の
販
売
促
進
を
提
案
し
、
地
産
地

消
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

換
金
作
目
で
あ
り
重
点
品
目
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
カ
ボ
チ
ャ
、
た

ん
か
ん
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
小

ギ
ク
、
肉
用
牛
の
生
産
拡
大
に
つ
い
て

は
、
生
産
施
設
の
拡
充
や
農
業
機
械
の

導
入
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
な
生
産

性
を
目
指
し
て
、
農
家
個
々
の
経
営
改

善
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ま
た
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
へ
の
研
修
、

担
い
手
の
育
成
支
援
を
図
る
と
と
も

に
、
農
家
の
生
産
技
術
、
栽
培
管
理
技

術
の
向
上
を
図
り
、
重
点
課
題
と
し
て

後
継
者
に
引
継
げ
る
農
業
経
営
の
確
立

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
現
在
稼

動
中
の
小
型
製
糖
工
場
の
安
定
操
業
を

目
指
す
た
め
、
さ
と
う
き
び
生
産
農
家

の
栽
培
管
理
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
本
土
向
け
の
黒
糖
及
び
き
び
酢

の
販
売
促
進
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

さ
と
う
き
び
の
増
産
を
目
標
に
進
め
て

参
り
ま
し
た
遊
休
地
開
拓
に
よ
る｢

さ

と
う
き
び
生
産
対
策
室｣

は
、
本
年
度

よ
り｢

遊
休
地
解
消
対
策
室｣

と
名
称
を

改
め
、
さ
と
う
き
び
だ
け
で
な
く
、
野

菜
・
果
樹
及
び
肉
用
牛
飼
料
畑
も
対
象

と
す
る
遊
休
地
開
墾
に
着
手
し
、
生
産

農
家
の
計
画
的
規
模
拡
大
に
寄
与
し
て

参
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
高
値
で
推
移
し

て
い
る
子
牛
生
産
は
、
大
規
模
指
向
農

家
を
重
点
的
に
規
模
拡
大
を
推
進
し
、

瀬
戸
内
町
の
銘
柄
確
立
を
目
指
す
と
と

も
に
、
小
規
模
生
産
農
家
を
対
象
と
し

た
生
産
施
設
の
整
備
と
飼
料
生
産
機
械

の
導
入
を
図
り
、
更
な
る
生
産
拡
大
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
肉
用
牛
の

人
工
授
精
体
制
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

民
間
授
精
師
の
育
成
を
強
力
に
推
進

し
、
人
工
授
精
体
制
の
強
化
・
確
立
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

節
子
養
豚
団
地
跡
地
を
活
用
し
た
肉

用
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
お
い
て

は
、
参
加
希
望
農
家
の
計
画
案
を
厳
密

に
精
査
し
、
地
域
を
担
う
経
営
体
の
育

成
を
目
指
し
た
展
開
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
養
豚
に
つ
い
て
は
、
島
内
消
費

を
推
進
す
る
た
め
、
子
豚
生
産
か
ら
肥

育
ま
で
の
一
貫
経
営
の
確
立
を
目
指

し
、
経
営
安
定
の
施
策
を
継
続
し
て
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

（
以
下
、
次
号
へ
続
く
）

発展が期待される畜産業（子牛セリ市）



広報せとうち（ ）

２
月

日
、
せ
と
う
ち
海
の
駅
へ

28

大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ

く
び
い
な
す

（
全
長

メ
ー
ト
ル
、

」

180

２
万
６
千
ト
ン
）
が
入
港
し
、
古
仁

屋
港
岸
壁
で
は
、
町
を
あ
げ
て
歓
送

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
戸
を
出
港
し
、
横
浜
、
鹿
児
島
を

経
由
し
て
、
奄
美
・
沖
縄
の
南
西
諸

島
を
巡
る
「
き
ゅ
ら
島
ク
ル
ー
ズ
」

観
光
客

人
を
乗
せ
た
同
船
は
、
力

356

強
い
ホ
ノ
ホ
シ
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ

せ
て
、
午
前
８
時

分
に
入
港
、
歓

30

迎
式
で
は
、
房
町
長
や
受
入
協
議
会

の
豊
会
長
、
紬
美
人
の
泰
良
麻
衣
さ

ん
か
ら
、
尾
形
民
雄
船
長
ら
に
記
念

品
や
花
束
の
贈
呈
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

下
船
後
、
観
光
客
は
南
大
島
や
加

計
呂
麻
半
日
コ
ー
ス
な
ど
の
オ
プ
シ

ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
奄
美
の

自
然
と
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。
午
後

に
は
、
町
民
な
ど

人
が
船
内
に
招

40

待
さ
れ
、
プ
ー
ル
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、

階
建
て
の
優

12

雅
な
船
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
で
は
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
と
即
売
会
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
特
設
テ
ン
ト
で
は
黒

糖
焼
酎
や
き
び
酢
、
た
ん
か
ん
、
大

島
紬
な
ど
の
特
産
品
も
販
売
さ
れ
、

観
光
客
は
興
味
深
そ
う
に
覗
き
込
ん

で
い
ま
し
た
。

６
時
の
出
港
前
に
は
、
多
く
の
町

民
が
見
守
る
な
か
、
古
仁
屋
八
月
踊

り
研
究
会
に
よ
る
八
月
踊
り
や
子
ど

も
た
ち
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、

南
国
ム
ー
ド
溢
れ
る
演
出
に
、
乗
船

客
か
ら
も
熱
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
五
色
テ
ー
プ
が
舞
う
離
岸

の
瞬
間
に
は
、
乗
客
と
町
民
が
互
い

に
手
を
振
り
合
い
、
去
り
行
く
船
内

か
ら
「
あ
り
が
と
う
、
ま
た
来
ま
す
」

と
マ
イ
ク
で
応
え
る
な
ど
、
再
会
を

誓
う
感
動
の
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
へ
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

入
港
は
、
昨
年

月
の
「
に
っ
ぽ
ん

10

丸
」
に
次
ぎ
、
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

受
入
れ
を
進
め
て
き
た
「
き
ゅ
ら
島

観
光
受
入
連
絡
協
議
会
」
の
豊
隆
文

会
長
は
「
要
望
に
応
じ
た
き
め
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
や
特
産
品
の
販
売
向
上

も
あ
っ
て
、
満
足
度
も
高
ま
っ
て
き

た
。
４
月
の
『
ふ
じ
丸
』
入
港
に
向

け
、
特
産
品
や
南
部
観
光
コ
ー
ス
の

充
実
を
図
り
、
更
に
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

特産品もたくさん売れました

ショー海の駅でのマグロ解体

恒例になったフラダンス

感動の第２ステージへ！大型クルーズ客船

「海の駅」入港

～きゅら島クルーズ『ぱしふぃっくびいなす』
観光～（ トン、全長 メートル）26,561 183.4

古仁屋八月踊り研究会による八月踊り

紬美人から花束の贈呈

オーシャンスタッフが船内を案内



（百万円）

【用語解説】

①標準財政規模

4,972 193 5,165

②臨時財政対策債

１　一般会計及び特別会計の財政状況（一般会計と巡回診療《へき地診療所》会計）（百万円）

一般会計 8,955 8,735 220 220 14,239 1 ④実質収支

特別会計

　　巡回診療施設特別会計 303 306 △ 3 △ 3 62 53
普通会計 9,205 8,988 217 217 14,301 1

２　１以外の特別会計の財政状況（公営企業を含む公営事業会計に係るもの） （百万円　，　％）

総収益
（歳入）

総費用
（歳出）

＜法適用以外＞

形式収支
純損益＊④
（実質収支）

企業債(地方
債)現在高

他会計からの繰
入金

<法適用企業>

累積欠損金
備考

水道事業会計 170 163 － 7 1,044 0 0 法適用企業
（歳入） （歳出） （実質収支）

2 2 0
（歳入） （歳出） （実質収支）

34 32 2
（歳入） （歳出） （実質収支）

290 337 △ 48
（歳入） （歳出） （実質収支）

145 250 △ 106
（歳入） （歳出） （実質収支）

26 26 0
（歳入） （歳出） （実質収支）

1,782 1,811 △ 28
（歳入） （歳出） （実質収支）

1,366 1,894 △ 527
（歳入） （歳出） （実質収支）

18 12 6
（歳入） （歳出） （実質収支）

1,164 1,089 74

　（注）　１．法適用企業とは、地方公営企業法を適用している公営企業である。
　　　　　２．法適用企業に係るもの以外のものについては、「総収益」「総費用」「純損益」の欄に、それぞれ「歳入」「歳出」「実質収支」を表示している。
　　　　　３．不良債務及び累積欠損金は、正数で表示している。

３　関係する一部事務組合等の財政状況（＊市町村が負担金を払い、加入する組合等の状況） （百万円　，　％）

歳入
（総収益）

歳出
（総費用）

＜法適用以外＞

形式収支
実質収支＊④
（純損益）

地方債(企業
債)現在高

当該団体の負
担金割合

<法適用企業>

累積欠損金
備考

県市町村議会議員公務災害
補償等組合 5 3 2 2 － 1.8 －
県市町村職員退職手当組合 13,864 13,765 99 99 － 1.7 －
県市町村非常勤職員公務災
害補償等組合 74 68 6 6 － 1.7 －
県市町村自治会館管理組合 280 213 67 67 － － － 直接負担金無

奄美自治会館管理組合 14 12 1 1 － 12.3 －
奄美群島広域事務組合 293 280 13 13 － 8.4 －
奄美大島地区介護保険事務
組合 64 59 5 5 － 14.2 －
県離島緊急医療対策組合 22 18 4 4 － 1.5 －
大島農業共済事務組合 139 138 1 1 － 14.3 －

大島地区消防組合 1,760 1,751 10 10 319 15.2 －
県町村消防補償等組合 407 405 2 2 － 1.3 －
県市町村交通災害共済組合 167 162 5 5 － － － 直接負担金無

４　第三セクター等の経営状況及び地方公共団体の財政的支援の状況

経常損益
資本又は
正味財産

当該団体か
らの出資金

当該団体か
らの補助金

当該団体から
の貸付金

当該団体からの
債務保証に係る
債務残高

該当なし － － － － － －

　（注）　損益計算書を作成していない民法法人は「経常損益」の欄には当期正味財産増減額を記入している。

５　財政指数

【用語解説】

⑤財政力指数： 標準的な税収入の財政需要額（必要経費）に対する割合で財政力を示す。１に近いほど財政的余裕がある。

⑥実質収支比率： 標準財政規模に対する実質収支額の割合。

⑦実質公債費比率： 経常的な収入が借金返済に使われる比率。過去３カ年の平均で、翌年度の借入基準の指標となる。

⑧経常収支比率：経常的収入が経常的支出に使われる比率で、財政構造の弾力性を示す。高いほど財政の硬直化を示す。

◆◆平成１８年度の財政状況（決算）について◆◆

　平成１８年度の瀬戸内町の

一般会計、特別会計、加入す

る一部事務組合等の決算状況

についてお知らせします。

標準財政規模
＊①（A)

地方公共団体の標準的な一般財源
の規模を表す

臨時財政対策
債発行可能額
＊②（B）

合計
（A）＋（B)

－

－

介護保険特別会計（事業勘
定）

財源不足分を補うため、使途を定め
ず発行できる起債（借入金）

実質収支＊④ 地方債現在高
他会計からの
繰入金

③形式収支
備考歳入 歳出

形式収支＊
③

歳入総額から歳出総額と翌年度分の
繰越財源を引いた額で、財政運営が黒
字か赤字かの判断に用いられる。

歳入総額から歳出総額を引いた額

－

－

－

－

－

－

－

<法適用企業>

不良債務

－

－

－

－

－

－75 － 150

105国民健康保険特別会計（事
業勘定） △ 527 －

－国民健康保険特別会計（直
営診療施設勘定） 6 7 4

老人保健特別会計 △ 28 － 119 －

－

－ 法非適用企業農業集落排水事業特別会計 0 243 18

－

－ －31

866簡易水道事業特別会計 法非適用企業

△ 48 266 30 － －船舶交通事業特別会計

△ 106 32

と畜場事業特別会計

2 －

法非適用企業

－

－

法非適用企業

古仁屋港上屋事業特別会計 法非適用企業

0 －－ 1 －

－

－

－

－

98.2

当該団体から
の損失補償に
係る債務残高

－

実質公債費比率＊⑦ 経常収支比率＊⑧21.3
財政力指数＊⑤ 0.16 実質収支比率＊⑥ 4.4

●硬直化した財政状況、過度
に借金に依存しない財政運
営を！

<法適用企業>

経常収支比率

105.0

－

－

特別会計を合わせると、４
億円の赤字！

●５つの赤字会計！（国民健
康保険、簡易水道、船舶交
通、老人保健、巡回診療）

●

基金から３４０百
万円繰入

一般＋巡回

－

－

　　★表から読み取れること

<法適用企業>

不良債務

0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

備考

（百万円）

－

－

－

－

－

<法適用企業>

経常収支比率

－
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司
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
１
年
に
な
り
ま
す
が
、
介

護
予
防
に
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い

ま
す
か
。

竹
島

介
護
保
険
法
の
改
正
で
介
護
予

防
が
「
事
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
取
組
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

大
き
く
分
け
て
２
つ
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
比
較
的
元
気

な
一
般
高
齢
者
向
け
事
業
で

「
で
ぃ

、

〜
う
も
ろ
会
」
や
「
島
唄
・
島
踊
り

健
康
づ
く
り
教
室
」
の
よ
う
な
、
住

民
と
一
緒
に
取
り
組
む
介
護
予
防
事

業
で
す
。
地
域
の
健
康
づ
く
り
推
進

員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
「
元
気
な
笑

顔
教
室
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
っ
て
お
く
と
介
護
認
定

を
受
け
る
可
能
性
の
高
い
特
定
高
齢

者
向
け
事
業
と
し
て
は
「
い
つ
ま
で

も
元
気
な
足
腰
講
座
」
の
よ
う
な
機

能
訓
練
（
筋
力
向
上
）
事
業
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
活
動
量
が
少
な
く

な
っ
て
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
（
全
人
口
の
５
％
程
度
）
な

ど
に
、
機
能
訓
練
を
行
い
、
自
宅
で

も
継
続
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
運
動
機
能
の
向
上
を
図
る
も
の

で
す
。
事
前
・
事
後
の
評
価
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
、

歩
行
が
安
定
す
る
な
ど
改
善
効
果
が

見
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

池
田

介
護
予
防
事
業
の
ほ
か
に
も
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
う
重
要
な

高
齢
者
の
虐
待
防

事
業
の
一
つ
に
、

、
、
、
、
、
、
、

が
あ
り
ま
す
。

止
・
権
利
擁
護
事
業

、
、
、
、
、
、
、
、

虐
待
に
は
、
殴
る
・
叩
く
と
い
っ
た

目
に
見
え
る
身
体
的
な
虐
待
の
ほ
か

に
、
必
要
な
介
護
を
施
さ
な
い
介
護

放
棄
や
年
金
の
使
い
込
み
な
ど
の
経

済
的
な
虐
待
も
含
ま
れ
ま
す
。
高
齢

者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
老
老
介
護
」
な
ど
、
困
難
な
状

相
談
し
た
り
、

況
も
あ
り
ま
す
が
、

、
、
、
、
、
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
、
介
護
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

お
互
い
に
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。
包
括
支
援

場
合
が
多
く
あ
り
ま
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
町
民
に
も
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

司
会

虐
待
の
通
告
は
ど
れ
く
ら
い
あ

り
ま
す
か
。

池
田

表
面
に
出
な
い
事
例
は
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
民
生
委
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
の
通
告
が
、

年
間
７
件
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
介

護
疲
労
か
ら
発
生
し
た
事
例
や
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
困
っ
た
と
き

は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒

考
え

に

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

加
計
呂
麻
・
請
・
与
路
地
区
で

の
介
護
予
防
事
業
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
ま
す
か
。

渡
辺

加
計
呂
麻
地
区
で
は
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
移
行
し
ま
し
た
が
、
そ
の
存

在
を
住
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す

「
転
倒

。

骨
折
予
防
教
室
」
な
ど
を
こ
れ
ま
で

６
集
落
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
月
１
回
で
も

外
出
し
、
交
流
す
る
機
会
が
あ
る
こ

と
で
生
活
に
張
り
が
出
る
な
ど
、
体

心
の
転

は
も
ち
ろ
ん
、
心
の
健
康
、

、
、
、

倒
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。
一
方
で
、
高
齢

実
感
が
あ
り
ま
す

、
、
、
、
、
、
、

者
が

％
を
超
え
る
加
計
呂
麻
地
区

50

で
は
、
元
気
な
高
齢
者
も
多
い
の
で

す
が
、
健
康
づ
く
り
活
動
を
い
か
に

地
域
で
自
主
的
に
続
け
て
い
く
か
が

課
題
で
す
ね
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
さ
ん
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
将
来
は
、
加
計
呂
麻

・
請
・
与
路
地
域
の

集
落
で
介
護

33

予
防
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
今
年
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
取
組
む
予
定
で
す
が
、
加
計
呂
麻

園
と
し
て
も
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
関
わ
り
の
あ
る
、
地
域
全
体
の
相

談
窓
口
と
な
る
の
が
理
想
で
す
ね
。

司
会

「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

竹
島

支
援
の
必
要
な
方
を
地
域
で

見
守
っ
て
い
く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。
行
政
だ
け
で
見
守
り
活
動

を
行
う
の
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
し
、

地
域
の
中
で
見
守
り
を
行
う
こ
と
で

交
流
も
生
ま
れ
、
地
域
が
元
気
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
も
近
所
の

知
人
が
見
守
り
に
訪
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
安
心
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が

お
互
い
の
信
頼
関
係
の

で
き
ま
す
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

中
で
見
守
り
体
制
を
築
く
こ
と
が
大

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

瀬
戸
内
町
の
介
護
予
防
を
考
え
る

〜
負
担
の
な
い
安
心
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

特 集
介
護
予
防
重
視
を
柱
に
し
た
介
護
保
険
法
の
改

正
に
伴
い
、
本
町
に
も
高
齢
者
の
相
談
窓
口
と

し
て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ

れ
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
各
地
域
で
介
護

予
防
事
業
に
携
わ
る
方
々
に
、
取
組
状
況
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

竹島良子さん（瀬戸内町地

）域包括支援センター保健師

池田真悟さん（瀬戸内町地域包括支

）援センター主任ケアマネジャー

渡辺達朗さん（加計呂麻地域包括

）支援センター主任ケアマネジャー

改
善
も
多
く

見
ら
れ
る

機
能
訓
練
事
業

相
談
や
サ
ー
ビ
ス
利
用

で
介
護
負
担
軽
減
を

「
転
倒
予
防
教
室
」
で

心
も
転
倒
予
防
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行
政
が
支
援
し

切
だ
と
思
い
ま
す
。

、
、
、
、
、
、
、
、

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
々

が
お
互
い
に
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

、

司
会

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は

介
護
予
防
活
動
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
か
。

重
岡

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た

こ
と
で
、
介
護
予
防
に
関
す
る
相
談

窓
口
が
一
本
化
さ
れ
、
動
き
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
加
計
呂
麻
地
区
に
い

る
８
人
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
協

力
し
な
が
ら

平
成

か
ら

転

、

「

年
度

13

倒
予
防
教
室
」
や
「
で
ぃ
〜
う
も
ろ

会
」
な
ど
の
介
護
予
防
教
室
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
が
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で

き
る
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
何
を
や
り
た
い
か
を
聞
き
出
し
、

要
望
の
多
か
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
で
は
、

分
も
前
か
ら
会
場
で
待
機
す
る
方

30も
い
る
な
ど
、
み
ん
な
夢
中
に
な
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
に
と

っ
て
は
、
外
に
出
る
機
会
が
提
供
さ

れ
、
楽
し
み
な
が
ら
認
知
症
を
予
防

し
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
自
然
に

健
康
が
維
持
で
き
る
、
そ
れ
が
高
齢

者
の
「
心
の
ケ
ア
」
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

「
で
ぃ
〜
う
も
ろ
会
」
は
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
み
で
、
現
在
６
集
落

で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
西
阿
室
地

区
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
自
主
活
動

「
住

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
、
、

民
で
で
き
る
こ
と
は
住
民
で
」
と
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
思
い
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
持

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
主
活

の
輪

動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
思
い
ま
す
。

も
広
が
っ
て
い
く

、
、
、
、
、
、
、

活
動
を
長
く
続
け
て
い
く
中
で
は
、

た
め
に
、
目
先

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ

、
、
、
、
、
、
、
、

や
中
味
、
心
の
持
ち
方
な
ど
を
変
え
、

何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
伊
子
茂
待
合
所
を
有
効

に
活
用
し
て
い
ま
す
。
伊
子
茂
集
落

に
は
公
民
館
が
な
い
の
で
、
待
合
所

を
利
用
し
て
毎
週
火
曜
日

「
女
性
部

、

の
笑
顔
教
室
」
を
開
い
て
、
多
種
、

多
様
な
小
物
づ
く
り
や
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
、
個
々
の
特
技
を
皆
で
共
有

し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
観
光
客

や
船
舶
利
用
者
な
ど
、
全
て
の
方
に

待
合
所
を
開
放
し
、
交
流
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
主
婦
の
方

が
、
こ
れ
ま
で
や
り
た
か
っ
た
習
い

事
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
得
た
り
、

見
知
ら
ぬ
観
光
客
と
の
交
流
を
深
め
、

観
光
振
興
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
交
流
の
場
に
な
か
な
か
参

加
で
き
な
か
っ
た
男
性
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ゲ
ー
ム
等
で
認
知
症

予
防
や
頭
の
体
操
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
加
計
呂
麻
の
よ
う

な
過
疎
地
域
で
は
、
限
ら
れ
た
地
域

資
源
を
有
効
に
使
う
こ
と
も
大
切
な

要
素
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

財
政
難
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
都
市

部
の
郷
土
出
身
者
（
郷
友
会
）
の
協

力
を
得
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。
故
郷
を
守
る
地
域
住
民
に
感
謝

す
る
「
郷
土
愛
」
に
は
強
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
だ
け
で
は
困

難
な
こ
と
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
支

援
に
は
郷
土
出
身
者
も
喜
ん
で
参
加

す
る
と
思
い
ま
す
。

司
会

介
護
予
防
の
推
進
の
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い

き
ま
す
か
。

竹
島

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
高

齢
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
設
置
さ
れ

相
談
に
来
て
も
ら
え

て
い
ま
す
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、

な
い
人
、
来
れ
な
い
人
を
ど
う
見
守

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
、
相
談
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
重
要
で
す
。
そ
う

な
げ
て
い
く
か

、
、
、
、
、
、

い
う
支
援
が
必
要
な
人
の
掘
り
起
こ

し
の
た
め
に
も
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

先
日
も
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
や
民
生
委
員
な
ど
の
、
各
地
域
の

見
守
り
支
援
者
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
出
し
一
つ
で

も
、
近
隣
で
声
を
か
け
支
援
し
て
あ

小
さ
な
声
か
け
の
積

げ
る
、
そ
ん
な

、
、
、
、
、
、
、
、

み
重
ね
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
っ
た
話
も
出
さ
れ
ま

っ
て
い
く

、
、
、
、

し
た
。

渡
辺

加
計
呂
麻
地
域
に
は
、
以
前
か

ら
災
害
時
の
対
応
な
ど
、
常
会
で
定

め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
機

能
し
な
く
な
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

竹
島

小
さ
な
集
落
で
も
、
お
互
い

に
誰
か
が
見
守
っ
て
い
る
と
思
い
込

ん
で
い
て
、
実
際
は
誰
も
見
て
い
な

い
「
隙
間
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
災
害
時
を
含
め
、
普
段

誰
が
誰
を
ど
の
よ
う
に
見
守
っ

か
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
い
く
の
か
、
高
齢
者
も
安
心
で
き

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
思

る
か
た
ち
を
作
っ
て
い
き
た
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
ま
す
。

重
岡

見
守
る
ほ
う
も
親
切
を
押
し
つ

け
ず
、
高
齢
者
も
借
り
を
感
じ
な
い
、

お
互
い
に
負
担
に
な
ら
な
い
か
た
ち

が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

竹
島

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
十
分
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
住
民
と
一
緒

に
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

重岡美津子さん（加計呂麻

地区健康づくり推進員）

老
人
ク
ラ
ブ
の
自
主
活

動
と
し
て
定
着

小
さ
な
声
か
け
の
積
み
重

ね
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
！

待
合
室
も
有
効
活
用
、

新
た
な
交
流
の
場
に

高齢者の相談窓口は

☆瀬戸内町地域包括

(本島側）支援センター

７２－１１５３

加計呂麻地域包括☆

支援センター

７３－２０６２

お気軽にご相談ください。



納期限 7 月10日 8 月11日 9 月10日 10月10日 11月10日 12月10日

督 促 日 7 月30日 ８ 月29日 9 月30日 10月30日 11月28日 12月26日

納期限 1 月13日 2 月10日 3 月10日 4 月10日 5 月11日 6 月10日

督 促 日 1 月30日 2 月27日 3 月30日 4 月30日 5 月29日 6 月30日

(普通徴収分) 納期限・振替日

(個 人 関 係) 督 促 日

納期限・振替日

督 促 日

（ 全 期 ）

納期限・振替日

督 促 日

７ 月 １ 日 ８ 月 １ 日 ９ 月 １ 日 10月 １ 日１１月 １ 日 12月1日 1 月 1 日 ２ 月 １ 日

国民健康保険税 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

後期高齢者医療保険料 ７ 月３１日 ８ 月３１日 ９ 月３０日 10月31日 11月30日 12月25日 １ 月３１日 ２ 月末日

介護保険料 納期限・振替日 ７ 月３１日 ９ 月　１日 ９ 月30日 10月31日 12月　１日 12月25日 ２ 月　２日 ３ 月　２日

督 促 日 ８ 月２０日 ９ 月１９日 10月20日 11月20日 12月19日 １ 月13日 ２ 月２０日 ３ 月19日

　　★税務課からのお願い
　　　　　　　納期限は必ず守りましょう。　！

『 納期限を過ぎると期別毎に200円の督促手数料が課せられます。 』

　　※ 納期限及び振替日が土・日・祭日の場合は、翌日に振り替えられます。

 税目等

翌月10日

３　　期

　★税務課からのお知らせ

２　期

納　　　　期

期　　　　別

納　　　　期

４ 月 ３０ 日

軽自動車税

　　『 納付は便利で安心な口座振替にしてみませんか！』

翌月10日
（事業所関係）

(特別徴収分)

翌月10日 翌月10日 翌月10日 翌月10日

前4月 前5月

町 県 民 税

月　　　　別
 税目等       

月　　別

納　　　　期

12月 1　月 2　月 3　月

翌月10日 翌月10日翌月10日翌月10日 翌月10日 翌月10日

11月6　月 7　月 8　月 9　月 10月

固定資産税

５ 月 ２０ 日

　　 ～　　　

４ 月 ３０ 日

４ 月 ３０ 日

１　期

納　　　　期

４ 月　１　日

納　　　　期

４ 月　１　日

～

５ 月 ２０ 日 ８ 月 ２０ 日

４ 月 ３０ 日 ７ 月 ３１ 日

９ 月 １９ 日 １１ 月 ２０ 日

７ 月  １  日

７ 月 ３１ 日 １２ 月 ２５ 日

１２ 月  １  日

１２ 月 ２５ 日

～～

１０ 月 ３１ 日

～

 ２ 月 　１ 日

３ 月 　２ 日

２ 月 　末 日

６ 月　１　日

～

６ 月 ３０ 日

６ 月 ３０ 日

納　　　　期

８ 月  １  日 １ 月  １  日

～

 １ 月 ３１ 日

 ２ 月 　２ 日

３ 月  １９日

 ２ 月 ２０ 日７ 月 １８ 日

７　期

～

４　　期

～

１０ 月 ３１ 日

１０ 月  １  日

６　期

８月３ １ 日

 １  月 １３ 日

９月　 １ 日

平成20年度瀬戸内町諸税納期限・振替・督促日一覧表

期　　　　別
 税目等

３　期 ４　期

町 県 民 税

１　　期 ２　　期

８　期５　期



広報せとうち（ ）

２００８年 奄美シーカヤックマラソン

出場者募集！ＩＮ 加計呂麻大会

今年も「熱い夏の始まり」を告げるシーカヤックマラソン大会が「紺

碧の海に 吹け！感動の風！！」をテーマに６月２９日（日）大島海峡

をフィールドとして開催されます。フルマラソン（３６ｋｍ ・ハーフ）

マラソン（２０ｋｍ ・駅伝コース（４人１組３６ｋｍ）に個人・ファ）

ミリー・カップル・仲間（職場・学校）等で挑戦してみませんか？

， ， ，また 当日大湊緑地公園では 若者によるライブやフリーマーケット

後夜祭（ライブ等）や屋台村が開村しますのでシーカヤックと共にお楽

しみ下さい。詳しくは，町ホームページ若しくは瀬戸内町役場内奄美シ

ーカヤックマラソンin加計呂麻大会事務局までお問い合わせ下さい。

５月１４日（水） 必着！参加申込 締切日

【問い合わせ先】 瀬戸内町役場 商水観光課内

『奄美シーカヤックマラソン 加計呂麻大会事務局』IN
ＴＥＬ０９９７－７２－１１１１ ＦＡＸ０９９７－７２－１１２０

http://www.amami-setouchi.org
e-mail:seakayak amami setouchi.org＠ ｰ

21 2008第 回 ねんりんピック鹿児島

俳句交流大会作品募集！！

４月１日（火）～５月 日（土）当日消印有【受付期間】 31
効

「専用募集パンフレットのはがき （コピー可）もしくは「官製ハ」

はがき」に、未発表作品１人２句以内（雑詠 、住所、氏名（ふり）

がな、俳号の場合は本名を併記 、生年月日、電話番号を明記し、）

下記送付先へ投句してください。投句料は無料です。

【部門】高齢者の部（６０歳以上 、一般参加の部）

【表彰】選者特選賞、正賞及び准賞

10月26日（日）●俳句交流大会

【会場】出水市音楽ホール（大会会場）

ツル観察センター周辺及び麓武家屋敷群（吟行会場）

【日程】９時～ 時 分16 30

【当日句】１人２句以内（嘱目 、投句料無料）

【記念講演】講師 坊城 俊樹 氏（ 社）日本伝統俳句協会理事）（

【表彰】選者特選賞、正賞、准賞、大会会長特賞

2008【問い合わせ・送付先】ねんりんピック鹿児島

0996 63 2111出水市実行委員会事務局 ( )

◆労働契約法が施行されました◆

労働契約法が平成２０年３月１日から施行

されました。労働契約法は、労働契約におけ

る労働者と使用者の合意の原則や基本的事項

を法律で定めることにより、労働者の保護を

図り、個別の労働関係の安定に資することを

目的としています。その主な内容は、

①労働契約の成立や変更においては、労働者

と使用者の対等の立場での合意が必要である

こと

②解雇や懲戒などにおける権利濫用は無効で

あること

③有期労働契約においても、契約期間中はや

むを得ない事由がある場合でなければ解雇で

きないこと

などです。これらの労働契約ルールを踏まえ

ることで、個別の労働者及び使用者の労働関

係が良好なものとなるようにしましょう。

【問い合わせ先】鹿児島労働局監督課

099 223 8277( ))

広報紙への広

告掲載は、役

場企画課

（ ）72-1112

までご連絡く

ださい！

学
生
の
み
な
さ
ん
は

学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
！

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

20
り
ま
す
。
学
生
で
収
入
が
無
く
納
付
で
き
な
い
と

い
う
方
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利

。

、

、

、

用
く
だ
さ
い

大
学(

大
学
院)

短
大

高
等
学
校

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
及
び
各
種
学
校
に

在
学
す
る

歳
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一

20

定
額
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
特
例
期
間
中
に

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
傷
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
対
象

。

、

と
な
り
ま
す

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

年
以
内
で
あ

10

れ
ば
古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
し
て
い
た
だ
け
ま

す
（
追
納

。
２
年
以
上
経
過
後
に
追
納
す
る
場
合

）

は
、
猶
予
さ
れ
て
い
た
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加

算
額
が
加
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
申

請
は
、
在
学
証
明
書
、
又
は
学
生
証
の
写
、
印
鑑

を
持
参
し
、
住
所
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
役。

場
等
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

な
お
、
平
成

年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例

19

制
度
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
引
き
続
き
平
成

年
度
も
在
学
予
定
の
方

20

に
、
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。



広報せとうち（ ）

〜
収
納
率

％
ア
ッ
プ
が
評
価
〜

10

２
月

日
、
国
民
年
金
事
業
推

14

進
に
貢
献
し
た
優
良
市
町
村
と
し

て
、
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
の
伝

達
式
が
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
達
に
訪
れ
た
宮
﨑
尚
久
鹿
児

島
社
会
保
険
事
務
局
長
は
「
住
民

へ
の
親
切
・
て
い
ね
い
な
説
明
を

通
し
て
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
率

％
10

向
上
を
達
成
す
る
な
ど
、
的
確
な

国
民
年
金
事
業
へ
の
事
務
処
理
協

力
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
」
と
謝
意

を
伝
え
ま
し
た
。

〜
赤
土
等
流
出
防
止
・

ハ
ブ
咬
傷
予
防
対
策
〜

２
月

日
、
奄
美
地
域
赤
土
等
流

15

出
防
止
対
策
協
議
会
及
び
ハ
ブ
対
策

推
進
協
議
会
が
募
集
し
て
い
た
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
の
最
優
秀
賞
及
び
学
校

賞
の
表
彰
式
が
、
瀬
戸
内
事
務
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

多
数
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
赤

土
等
流
出
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
小
学
校

上
学
年
の
部
で
常
深
宗
君
（
篠
川
小

６
年

、
中
学
校
の
部
で
石
原
尚
大
君

）

（
与
路
中
１
年
）
が
、
ま
た
ハ
ブ
咬

傷
予
防
対
策
・
標
語
の
部
で
常
深
か

お
り
さ
ん
（
篠
川
中
３
年
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

〜
活
動
本
格
化
す
る
山
田
会
〜

２
月

日
、
奄
美
加
計
呂
麻
山
田

16

会
主
催
に
よ
る
「
母
べ
え
」
上
映
会

が
、
古
仁
屋
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た

「
母
べ
え
」
は
、
山
田
洋

。

次
監
督
の
最
新
作
で
、
戦
争
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
も
、
時
代
を
生
き
抜
い

た
強
く
優
し
い
母
親
と
家
族
の
絆
を

切
な
く
も
美
し
く
描
い
た
作
品
で
、

ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
部
門
に
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
高
齢
者

や
家
族
連
れ
な
ど
、
お
よ
そ

人
が

300

観
覧
に
訪
れ
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
演

じ
る
母
べ
え
に
見
入
り
、
戦
争
の
時

代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

山
田
会
で
は
、
今
後
も
監
督
来
町

に
合
わ
せ
て
、
上
映
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

〜

公
民
館
講
座
閉
講
式
〜

年
度

19
２
月

日
、
平
成

年
度
公
民
館

17

19

講
座
の
合
同
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は

講
座
に

人
、
自

33

801

主
グ
ル
ー
プ

講
座
に

人
が
学
び

28

566

ま
し
た
。
各
講
座
の
創
作
品
が
学
習

室
に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
ホ
ー
ル
で

は
舞
台
発
表
が
あ
り
、
受
講
生
た
ち

は
１
年
間
の
学
習
成
果
を
い
き
い
き

と
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

〜
ひ
ぎ
ゃ
わ
ら
べ
も
初
体
験
〜

２
月

日

「
ひ
ぎ
ゃ
わ
ら
べ
チ
ャ

、

23

レ
ン
ジ
２
０
０
７
」
の
子
ど
も
た
ち

人
が
、
野
見
山
製
糖
工
場
で
黒
砂

19糖
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
さ
と
う
き
び
の
収
穫
か

ら
運
搬
、
製
糖
ま
で
一
連
の
過
程
を

体
験
、

キ
ロ
の
さ
と
う
き
び
か
ら

500

お
よ
そ

キ
ロ
の
黒
砂
糖
を
つ
く
り

50

ま
し
た
。

低
学
年
か
ら
高
学
年
に
至
る
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
経
験
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
一
生
懸
命

取
り
組
み
、
で
き
あ
が
る
直
前
の
ガ

ン
ダ
タ
を
な
め
た
り
、
パ
ン
に
付
け

て
食
べ
た
り
し
て
、
思
い
思
い
に
で

き
た
て
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

国
民
年
金
事
業
で
長
官
表
彰

優
良
市
町
村
「
表
彰
状
」

最
優
秀
賞
受
賞
者
、
左
か
ら
石
原
尚
大

君
、
常
深
宗
君
、
常
深
か
お
り
さ
ん

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
で
最
優
秀
賞

「母べえ」に見入る観客

「
母
べ
え
」
上
映
会
に

人
300

ホールでの舞台発表
学習室での作品展示

学
習
成
果
を
展
示
・
発
表

ガンダタを味見する子どもたち

黒
砂
糖
づ
く
り
に
挑
戦
！
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〜
職
域
対
抗
駅
伝
競
争
大
会
〜

２
月

日
、
清
水
運
動
公
園
で

24

第

回
職
域
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

19
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
参
加
を
含

め
、

チ
ー
ム
、

人
の
選
手
が

17

85

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

競
技
は
、
清
水
運
動
公
園
を
周

回
す
る
５
区
、
８
６
７
０
ｍ
で
行

わ
れ
、
選
手
た
ち
は
晴
天
の
下
、

思
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

た
装
い
に
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
、

チ
ー
ム
ご
と
に
事
前
に
申
告
し

た
予
想
記
録
を
目
指
し
て
、
全

員
が
完
走
し
、
職
場
内
や
事
業

所
間
の
交
流
と
連
携
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
消
防
組
合
が
33

分

秒
で
、
３
年
ぶ
り
５
回
目
の

01

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
オ

ー
プ
ン
で
参
加
し
た
小
・
中
学
生

チ
ー
ム
も
、

代
新
記
録
が
続
出

10

す
る
な
ど
、
快
走
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

【
結
果
】

・
優
勝
（
瀬
戸
内
町
消
防
組
合
）

タ
イ
ム

分

秒

33

01

86

・
２
位
（
奄
美
養
魚
Ａ
）

タ
イ
ム

分

秒

33

28

17

・
３
位
（
瀬
戸
内
事
務
所
Ａ
）

タ
イ
ム

分

秒

34

54

48

→
し
っ
か
り
と
業
務
を
Ｐ
Ｒ

〜
地
元
食
材
で
い
や
し
の
食
を
〜

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
内
臓
や
き
び
酢
な

ど
、
地
元
の
食
材
、
調
味
料
を
活
か

し
た
「
い
や
し
の
食
探
し
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
、
２
月

日
、
せ
と

24

う
ち
物
産
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
も

っ
と
愛
し
て
加
計
呂
麻
地
域
塾
（
池

田
啓
一
塾
長
）
が
主
催
す
る
第
３
回

目
と
な
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
町
内

外
か
ら

人
、

作
品
の
応
募
が
あ

24

27

り
、
書
類
審
査
を
通
過
し
た
６
人
が

腕
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
は
、
見
た
目
や
味
の
ほ
か
、

調
理
の
し
や
す
さ
や
商
品
化
の
可
能

性
な
ど
５
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
創
作
意
欲
に
満
ち
、
甲
乙

つ
け
が
た
い
作
品
で
し
た
が
、
審
査

の
結
果
、
林
京
子
さ
ん
の
「
マ
グ
ロ

の
内
臓
の
味
噌
こ
ろ
が

が
グ
ラ
ン

し
」

プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

【
受
賞
者
（
敬
称
略

】
）

◎
グ
ラ
ン
プ
リ

林
京
子
「
マ
グ
ロ

の
内
臓
の
味
噌
こ
ろ
が
し
」

◎
加
計
呂
麻
地
域
塾
長
賞

冨
澤
弘

文
「
ス
ー
ト
ン
（
酢
鮪

」
）

◎
町
長
賞

織
地
歩

「
マ
グ
ロ
の
ば

て
な
い
ぞ
う
唐
揚
げ
（
に
ん
に
く
ソ

ー
ス
編

」
）

◎
入
選

宝
納
一
樹
、
原
田
あ
ゆ

み
、
盛
悠
治

加
計
呂
麻
地
域
塾
長
賞
「
ス
ー
ト
ン

（
酢
鮪

（
上
）
と
町
長
賞
「
マ
グ

）
」

ロ
の
ば
て
な
い
ぞ
う
唐
揚
げ

（
下
）

」

〜
瀬
戸
内
で
も

人
が
挑
戦
〜

31

３
月
２
日
、
奄
美
の
「
宝
」
で
あ

る
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
学

び
、
観
光
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
目

的
で
、
第
１
回
奄
美
大
島
検
定
が
、

奄
美
市
と
瀬
戸
内
町
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
奄
美
大
島
体
験
受
入
協
議
会
の

主
催
で
行
わ
れ
た
検
定
は
、
事
前
研

修
や
テ
キ
ス
ト
「
奄
美
ま
る
ご
と
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
の
内
容
を
中
心

と
す
る

問
の
択
一
式
で
行
わ
れ
、

50

人
が
受
験
し
ま
し
た
。
本
町
中
央

133公
民
館
で
も

人
が
受
験
し
、
真
剣

31

に
問
題
と
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

採
点
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
受
験

者
が
問
題
の
７
割
以
上
を
正
解
し
、

マ
ス
タ
ー
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
試
験

も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

それぞれの思いを乗せて

優勝した消防組合チーム

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
発
揮
！

厳正に審査が行われました

＜グランプリ＞（林京子さん）

の味噌ころがし」「マグロの内臓

マ
グ
ロ
で
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

試験問題に真剣に向き合う受験生

奄
美
版
ご
当
地
検
定
ス
タ
ー
ト
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〜
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
来
町
〜

「
ね
ん
り
ん
ぴ
っ
く
鹿
児
島
２
０

０
８
」
の
開
催
に
先
立
ち
、
大
会
へ

の
参
加
、
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、

３
月
５
日
、
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

役
場
を
訪
れ
、
実
行
委
員
長
（
知
事
）

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

月

日
か
ら
４
日
間
行
わ
れ
る

10

25

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
に
は
、
全
国

か
ら
高
齢
者
な
ど
、
１
万
人
が

種
25

目
の
交
流
競
技
に
参
加
す
る
見
込
み

で
、
奄
美
で
も

日
に
奄
美
文
化
セ

26

ン
タ
ー
で
「
民
謡
交
流
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
事
務
局
の
南
田
聖
子

さ
ん
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
な
ど
の

地
域
推
進
員
を
前
に
「
若
い
方
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
、
大
会
を
盛
り
上

げ
、
奄
美
を
全
国
に
発
信
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〜
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
で
提
言
〜

３
月
９
日
、
中
央
公
民
館
で
「
ふ

る
さ
と
回
帰
運
動
と
地
域
活
性
化
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ち
づ
く

り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
高
橋

公

・
Ｎ
Ｐ

ひ
ろ
し

Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
・
支
援
セ
ン

タ
ー
常
務
理
事
は
、
全
国
で
の
成
功

事
例
の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
「
４
割

の
ふ
る
さ
と
回
帰
希
望
者
の
い
る
団

塊
世
代
の
心
を
ど
う
掴
む
が
重
要
。

つ
か

奄
美
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
。
移
住
者

の
新
し
い
価
値
観
を
受
入
れ
る
姿
勢

や
行
政
と
住
民
と
の
合
意
形
成
も
必

要
」
な
ど
と
提
言
し
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
集
落
代
表
者
や
定
住
促
進
活

動
の
関
係
者
な
ど

人
が
参
加
し
、

120

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

名

前

保
護
者

住

所

数
原

悠

求

次

清

水

は
る
か

元

奏

嘉

次

古
仁
屋

か
な
で

川
崎

良
徳

健

児

嘉

徳

よ
し
の
り

ご
結
婚
お
め
で
と
う

名

前

本

籍

平

貴
秀

瀬

相

川
畑

幸
子

大
阪
府

柳
谷

昌
臣

俵

清

洋
香

古
仁
屋

茂

隆
一
郎

西
古
見

重
山

真
里

奄
美
市

久
原

和
也

諸

鈍

竹
下

し
の
ぶ

奄
美
市

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

徳
永

富
弘

諸

鈍

80

長
岡

泰
三

西
阿
室

77

元

源
三

篠

川

85

森

ヒ
ロ
エ

古
仁
屋

83

岡
野

静
男

油

井

81

屋
田

勇

奄
美
市

64

川
端

清
光

古
仁
屋

79

月
分

香
典
返
し
（
社
協
へ
）
２

（
遺
族
）

（
故
人)

(

住
所)

讃
良

義
市

末
子

西
古
見

福
田

博
之

大

湊

室
田
フ
ユ

徳
永

マ
ス
エ

富
広

宮

前

平

令
子

賢
仁

清

水

山
元

辰
治

オ
サ
イ

大

湊

徳
田

久
江

池

地

穂
積
ス
ミ

森

猛
敏

ヒ
ロ
エ

高

丘

合
計

金
１
２
５
，
０
０
０
円
也

一
般
寄
附
（
社
協
へ
）

（
氏
名
）

(

住
所)

Ｍ
・
Ａ

瀬
久
井

合
計

金
６
３
９
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
）

(

住
所)

福
沢
や
よ
い

一
万
円

東
京
都

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
の
乗
船
客
の
一
人
に
身

障
者
の
方
が
い
て
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
へ
の
参
加

は
こ
と
ご
と
く
断
ら
れ

「
何
も
で
き
な
い
」
と
あ
き

、

ら
め
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
ダ
メ
も
と
で
水
中
観
光
船

に
頼
ん
で
み
た
ら
快
諾
、
タ
ク
シ
ー
も
町
内
観
光
に
応

じ
て
く
れ
た
、
と
か
。
当
人
曰
く
「
お
陰
で
素
晴
ら
し

い
観
光
が
で
き
た
。
ブ
ロ
グ
で
是
非
、
瀬
戸
内
町
の
こ

と
を
宣
伝
し
た
い

・
・
そ
ん
な
「
い
い
話
」
も
聞
こ

」

え
て
き
た
▼
入
港
に
合
わ
せ
て
敷
設
し
た
水
道
管
か

ら
、
水

ト
ン
を
船
内
へ
補
給
し
た
の
も
関
係
者
を
喜

200

ば
せ
た
。
ま
た
、
出
港
時
、
司
会
と
船
長
（
？
）
と
の

マ
イ
ク
で
の
感
謝
の
掛
け
合
い
は
、
見
る
者
の
感
動
を

さ
ら
に
「
増
幅
」
さ
せ
た

「
瀬
戸
内
町
万
歳
！

「
ゆ

。

」

っ
く
り
急
い
で
！
夕
日
が
見
え
る
か
も

・
・
・
満
足

」

度
、
感
動
度
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
▼
地
図
上
で

「

」
。

、

も
確
認
が
難
し
い
太
平
洋
上
の
島

奄
美

し
か
し

そ
こ
に
は
美
し
い
自
然
に
も
劣
ら
な
い

心
か
ら
の

も

、

「

て
な
し
」
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
温
か
い
「
も
て
な
し
」

こ
そ
海
洋
の
島
々
を
ク
ル
ー
ズ
す
る
一
つ
の
魅
力
？

昨
今
の
世
界
周
遊
ブ
ー
ム
や
、
海
の
駅
オ
ー
プ
ン
と
同

時
に
、
相
次
い
だ
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
来
港
は
、
そ
ん
な

「

」

、

海
洋
の
時
代

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
▼
ギ
リ
シ
ャ

ロ
ー
マ
、
大
英
帝
国
・
・
文
明
繁
栄
の
中
心
は
地
球
を

西
に
周
り
、
ア
メ
リ
カ
を
経
て
、
今
や
ア
ジ
ア
・
太
平

（

）

。

「

」

洋

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く

の
時
代

い
つ
し
か

海
の
駅

も
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
や
ハ
ワ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、

太
平
洋
の
世
界
遺
産
と
観
光
地
の
島
々
を
巡
る
「
環
太

平
洋
・
島

嶼
ク
ル
ー
ズ
？
」
に
欠
か
せ
な
い
寄
港
地

と
う
し
ょ

の
一
つ
に
・
・
そ
ん
な
「
期
待
」
と
「
自
信
」
を
抱
か

せ
て
く
れ
た
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
（
太
平
洋
の

女
神

」
の
来
訪
で
し
た
。
果
た
し
て
、
次
は
ど
ん
な

）

ス
テ
ー
ジ
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は２月に届出の

、あった分のうち

希望者のみを掲

。載しています

戸
籍
の
窓

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
を
盛
り
上
げ
て知事からのメッセージを伝達

多数が聴講したまちづくり講演会

ふ
る
さ
と
回
帰
で
地
域
活
性
化
を
！




